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　　制定日　2020年12月1日

有限会社　桑野組

　　　代表取締役　桑野　秀幸

環境経営方針

　　　　　　　　　重点的に取組む内容は、次の通りです。

　　　　　　　　１．事故の発生を抑制するため、朝礼時のKY活動等活用し、安全
　　　　　　　　　　管理を徹底いたします。

　　　　　　　　２．業務の手戻りが無いよいうに、事前打合せや、変更箇所の再
　　　　　　　　　　確認を行います。

　　　　　　　　３．創意工夫により省エネ、省資源活動に取り組み、二酸化炭素
　　　　　　　　　　の排出量を削減します。

　　　　　　　　４．業務上の副産物の分別、再使用、再生使用（リサイクル）、
　　　　　　　　　　適正管理に取り組みます。

　　　　　　　　５．全社的にごみの分別、再使用、再生使用（リサイクル）、
　　　　　　　　　　に取り組み、限りある資源を大切にいたします。

　　　　　　　　６．適正な水利用を行い、節水に取り組みます。

　　　　　　　　７．全社において環境に配慮した作業を徹底します。

　　　　　　　　８．お客様に安心で安全な商品を提供するため、環境関連法を順
　　　　　　　　　　守し、業務を遂行します。

当社は、地域の皆様に関する、様々なインフラを整備することで、社会貢献を

実現するとともに、ますます深刻化する地球温暖化や、今後予測される地下資源

の枯渇への対応が人類共通の重要課題だと認識し、本業のさまざまな仕事を通

じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に、従

業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいります。
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1.事業活動の内容

♦組織の概要

　（１）名称及び代表者名

　　　　　 有限会社　桑野組

代表取締役社長　桑野　秀幸

　（２）所在地

本　社　　　　　：福岡県田川郡福智町金田632-4

自動車車体整備部：福岡県田川郡福智町金田504-1

生コン製造販売部：福岡県田川郡糸田町3980番地

　（３）環境管理責任者及び担当者氏名並びに連絡先

環境管理責任者　今村　明夫

　　TEL：0947-22-0500     FAX：0947-22-1222

　　E・mail：a.imamura@kuwanogumi.co.jp

　　URL：http://kuwanogumi.co.jp

　（４）許可・認証

本　　社 建設業許可（特定建設業許可）福岡県知事　　許可（　特　－　4　）第8116号

建設業許可（一般建設業許可）福岡県知事　　許可（　般　－　4　）第8116号

自動車車体整備 福岡陸運局認証番号　第１－940号

生コン製造販売 JIS　A　5308　認証番号　TC0808047

（５）営業年数

創業　　昭和14年

営業年数　84年

（６）資本金

参千万円

（７）事業規模　　　　　2022年度

活動規模 　合　　　　計

売上高（百万円） 514

従業員（人） 37

床面積（㎡） 571.1

倉庫面積（㎡） 1222

工場・作業所（㎡） 901.8

本社（工事） 自動車車体整備部 生コン製造販売部

226

16

64

6

224

15

210.7

793.4

73.0

305.2

75.6

0.0

55.2

353.0

828.8
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　（８）事業年度

１月　～　１２月

♦認証・登録の対象範囲（組織・活動）

　（１）対象事業者名　　有限会社　桑野組

　（２）対象事業所　　　本社

　　　　　　　　　　　　自動車車体整備部

　　　　　　　　　　　　生コン製造販売部

　（３）対象事業活動

本　社 建設業（ 土木工事業、建築工事業、とび・土工工事業、舗装工事業

　　　　　　水道施設工事業、管工事業、解体工事業）

自動車車体整備部 自動車車体整備業

生コン製造販売部 生コン製造販売業
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      ２.   実施体制図

全体会議

本社

氏　　名 所属(役職）

代表者 　環境方針の策定、環境管理責任者を任命する、EA21に関する全ての責任と

（代表取締役社長） 　運用についての権限をもつ、代表者による全体の評価と見直しを行う

　EA21を構築し実施・管理する、環境への負荷及び取り組みの自己チェックを

管理責任者 　確認し承認する、環境活動の取り組み結果を代表者へ報告する、環境関連

　法規制等の順守・評価を行う

全体会議 　３カ月に１回開催し、関係目標の達成状況及び活動計画の実施状況を審議

EA21事務局 　EA２１の文書及び記録類の作成・維持・管理

総務部 　EA21委員会及び環境管理責任者に必要な情報を提供すると共に、委員会

(課長） 　の決定事項等を社内に周知し、EA21を着実に実施する

本山佳宏 工事部 　工事部におけるEA21の遂行を統括する

福田俊彦 自動車車体整備部 　自動車車体整備部におけるEA21の遂行を統括する

中田幸紀 生コン製造販売部 　生コン製造販売部におけるEA21の遂行を統括する

現場代理人 建設現場 　建設現場のEA21の遂行管理と関連部との調整を担当する。

※全社　：　本社+自動車車体整備部＋生コン製造販売部をいう。

役割・責任・権限・使命

桑野秀幸

今村明夫

林　徳彦

桑野秀幸

本山佳宏、香月修

福田俊彦、小崎政志

中田幸紀、本田直樹

今村明夫、林 徳彦

代表取締役社長

桑野 秀幸

環境管理責任

今村 明夫

EA21事務局

今村明夫

林 徳彦

総務部

課長 林 徳彦

自動車車体整備部

事務長 福田俊彦

生コン製造販売部

工場長 中田幸紀
工事部

部長 本山佳宏

建設現場 車検 販売製造一般整備
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2020年1月～ 2021年1月～ 2022年1月～ 2023年1月～

2020年12月 2021年12月 2022年12月 2023年12月

（基準年度） 目標 目標 目標

基準年度の１％削減 基準年度の２％削減 基準年度の３％削減

555213 549605 543997

基準年度の１％削減 基準年度の２％削減 基準年度の３％削減

329437 326110 322782

基準年度の１％削減 基準年度の２％削減 基準年度の３％削減

20966 20754 20543

基準年度の１％削減 基準年度の２％削減 基準年度の３％削減

98112 97121 96130

基準年度の１％削減 基準年度の２％削減 基準年度の３％削減

9244 9150 9057

基準年度の１％削減 基準年度の２％削減 基準年度の３％削減

41.3 40.9 40.4

基準年度の１％削減 基準年度の２％削減 基準年度の３％削減

762 755 747

基準年度の１％削減 基準年度の２％削減 基準年度の３％削減

624 617 611

1 ・全社とは本社+自動車車体整備部＋生コン製造販売部をいう。
・総務部は、工事部、自動車車体整備部、生コン製造販売部を総合的に管理している。
・電気は総務部が全社を一括管理している。
・ガソリン、軽油、灯油、LPGは総務が一括管理している。
・化学物質は使用していません。
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0 0 0

5 5－１ 地域貢献活動（全社） 件/月 1 1 2

4 4－１
環境に配慮した業務
事故ゼロ、苦情ゼロ

件 1

3 ３－１
水使用量の削減

（全社）
㍑ 630

100

１－５
ＬＰＧ使用量の削減

（全社）
㎏ 41.7

業務上（建設を含む）副資材のリ
サイクル
（全社）

率 100 100 100

2

２－１
一般廃棄物の削減

（全社）
㎏ 770

２－２

１－３
軽油使用量の削減

（全社）
㍑ 99,103

１－４
灯油使用量の削減

（全社）
㍑ 9,337

  3-1.環境経営目標
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　購入電力の排出係数：九電＝0.371　エネサーブ＝0.707　（㎏－CO2ｋWh）

環境目標 単位

1

1 二酸化炭素総排出量の削減 ㎏-CO2 560,822

１－１
電気使用量の削減

（全社）
ｋWｈ 332,765

１－２
ガソリン使用量の削減

（全社）
㍑ 21,178
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2020年1月～ 2022年1月～ 2022年1月～

2020年12月 2022年12月 2022年12月

（基準年度） 目標 実績

基準年度の2％削減

549,605 511,097

基準年度の2％削減

326,110 295,370

基準年度の2％削減

20,754 31,467

基準年度の2％削減

97,121 82,989

基準年度の2％削減

9,150 6,536

基準年度の2％削減

40.9 60.8

基準年度の2％削減

755 702

基準年度の2％削減

617 655

環境経営目標
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　購入電力の排出係数：九電＝０．３７１　エネサーブ＝0.707（㎏－CO2/kWh）

環境目標 単位
達成
状況

1

1 二酸化炭素総排出量の削減 ㎏-CO2 560,822 〇

１－２
ガソリン使用量の削減

（全社）
㍑ 21,178 ✕

１－１
電気使用量の削減

（全社）
ｋWｈ 332,765 〇

１－４
灯油使用量の削減

（全社）
㍑ 9,337 〇

１－３
軽油使用量の削減

（全社）
㍑ 99,103 〇

2

２－１
廃棄物の削減

（全社）
㎏ 770

１－５
ＬＰＧ使用量の削減

（全社）
㎏ 42 ✕

✕

〇

２－２
業務上（建設を含む）副資材のリサ

イクル
（全社）

率 100 100 100 〇

3 ３－１
水使用量の削減

（全社）
㍑ 630

1 ✕

5 ５－１ 地域貢献活動（全社） 件/月 1 2 4 〇

4 ４－１
環境に配慮した施工
事故ゼロ、苦情ゼロ

件 1 0

6 



　　4．環境経営計画
　　　１）-１ 二酸化炭素排出量の削減（全社【建設現場を除く】）

　　（１）電気使用量の削減
　　①エアコンの設定温度を決め、実行する。（夏28度・冬20度）
　　②昼休みの消灯
　　③残業時の不要な照明の消灯
　　④長時間席を離れる時、パソコンの電源自動オフ
（２）ガソリン使用率の削減
　　①エコドライブの励行
　　②アイドリングストップの励行
（３）軽油使用量の削減
　　①生コン輸送距離の最短化

　　（４）灯油使用量の削減
　　①不要な暖房の節約

　　（５）LPG使用量の削減
　　①不要な火力の節約

　　　１）-2 二酸化炭素排出量の削減（現場）
　　（１）電気使用量の削減

　　①エアコンの設定温度を決め、実行する。（夏28度・冬20度）
　　②不要な照明の消灯
（２）ガソリン使用率の削減
　　①エコドライブの励行

　　２）灯油使用量の削減　　②アイドリングストップの励行
　　（３）軽油使用量の削減

　　①重機の燃費向上（エコ運転）
　　②重機・車両の適性空気圧の調整

　　（４）灯油使用量の削減
　　①不要な暖房の節約

　　（５）LPG使用量の削減
　　①不要な火力の節約

　　　２）-1 廃棄物の削減（全社【建設現場を除く】）
　　(１）一般廃棄物の削減

　　①書類の電子化を行い紙を使用しない。
　　(２）副資材のリサイクル

　　①事務所からの発生物の分別管理を行いリサイクル率を高める
　　   ２）-2 廃棄物の削減（建設副資材のリサイクル率）（現場）

　　（１）リサイクル率の向上
　　①分別の徹底
　　②再利用・再生利用の推進

　　(１）水使用量の削減
　　　　①節水（蛇口をこまめに止める）

　　(１）水使用量の削減
　　　　①節水（蛇口をこまめに止める）
　　　　②雨水を溜める様に心掛け、飲料以外は雨水を利用する。

　　   ４）-1 環境に配慮した業務（全社【建設現場を除く】）
　 (１）事故・苦情をなくす

　　①事故を無くすため、安全点検を励行する
　　②騒音・廃油の処理等で迷惑をかけない。

　　   ４）-2 環境に配慮した業務（現場）
　　(１）建設事故０を目指す

　　①朝礼時にKY活動を実施し、安全パトロールを確実に行う
　 （２）近隣に対して苦情０とする

　　①低騒音・振動型建設機械の検討・採用

　　   ５）-1 地域貢献活動（全社【建設現場を除く】）
　　(１）地域貢献活動

　　①事業所周辺の清掃を行う。
　　   ５）-2 地域貢献活動（現場）
　 　　(１）地域貢献活動

　　①建設現場周辺の清掃
　　②仮囲いの周囲には、鉢植えの花等を置く

　　   ３）-2 水使用量の削減（現場）

　　　３）-1 水使用量の削減（全社【建設現場を除く】）
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　　5．　環境経営計画の取組結果と評価

　　（１）二酸化炭素排出量の削減
　　　二酸化炭素排出量の削減は7,11,12月はその目標値を上回ていたが、他の月は目標値を
　　　達成していた。その原因として年度末の仕事量が増加したためであると考えられる。
　　　しかし、年度末の合計値は目標値を達成した。

　　（１）二酸化炭素排出量の削減（現場）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（1-1）電気使用量の削減

　　　電気使用量は、7、8月は目標を達成できず他の月は達成していた、１、７月の電気
　　　量の超過は冬、夏期のため、エアコンの稼働率が高かったためであると考えられる。
　　　しかし、年度末の合計値は目標値を達成した。

　
　　（1-2）ガソリンの使用量の削減

　　　ガソリン使用量は年間を通じて目標値を達成していなかった。その原因は今年度は
　　　遠方の建設現場が多かったため、作業員移動等によガソリンの使用量が増加し
　　　目標値を達成出来なかったと考えられる。

　　（1-3）軽油の使用量の削減
　　　軽油の使用量は8月のみ目標値を達成できなかった。年度末もあり、重機、生コン

　　（1-4）灯油の使用量の削減　　　車が頻繁に稼働した時期も目標値を達成できており、年度末の合計値も目標値を達成
　　　していたがその使用量は増加した。

　　（1-4）灯油の使用量の削減
　　　灯油はストーブで主に使用されるものであり、冬期に最も使用される。当然ながら平

　　（1-5）LPG使用量の削減　　　均値が目標より超過することは明らかであるが、しかし、最終的に年度末の合計値は
　　　目標値を達成した。

　　（1-5）LPG使用量の削減
　　　LPGは主な用途は湯沸かし器及びガスレンジである。したがって、冬場の使用が多く
　　　なり、平均の目標値を超過していた。最終的に年度末の合計値は目標を達成出来なか
　　　った。

　　（2-1）一般廃棄物の削減
　　（2-2）業務上（建設を含む）副資材のリサイクル率　　　一般廃棄物は3,6,9,12月が目標値を達成出来ず、最終的に年度末の合計値は目標値を

　　　達成できた。また、1昨年比べてその総量は減少している。

　　　 （2-2）　業務上（建設を含む）副資材のりサイクル率
　　　リサイクル率は100％で目標率を達成していた。

　　　 （3-1）　水使用量の削減 
　　　　水使用量の削減は1、4，5，6，9月を除き目標値を超過している。年度末の合計値は目標値を
　　　　達成出来なかった。最近はコロナの影響で手を洗う人が増加したこともある。次年度は節水
　　　　に心掛け頑張ろう。　

　　　 （4-1）　環境に配慮した施工　事故ゼロ、苦情ゼロ 
　　　　環境に配慮した施工　事故ゼロ、苦情ゼロは４月に苦情が１件あり達成でき無かった。
　　　　次年度はこの教訓を生かし年間を通してゼロを達成したい。

 　　　（5-1）　地域貢献活動 
　　　　本社は、自動車車体整備及び生コン製造販売は四半期の最初の月だけ実行している。
　　　　現場は、年間を通じて達成できた。本社、自動車車体整備及び生コン製造販売はもっと努
　　　　力が必要である。
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　　6．　次年度の取組内容

　　　　

　　

　　　　

　

　　7．　環境関連法規への違反、訴訟等の有無

　　　当社が遵守しなければならない環境関連法規等は次の通りです。

　　　　〇建設ﾘｻｲｸﾙ法〇廃棄物処理法〇振動規制法〇騒音規制法〇大気汚染防止法〇水質汚濁防止法

　　　　〇下水道法〇浄化槽法〇土壌汚染対策法〇ﾌﾛﾝ排出抑制法〇自動車ﾘｻｲｸﾙ法〇消防法〇労働安全衛生法

　　　それらの遵守状況を確認した結果、環境関連法規への違反はありませんでした。

　　　なお、関係当局より違反の指摘、利害関係者からの訴訟等も過去３年間ありませんでした。

　　　８．　代表者による評価・見直し・指示

　　１）評価

　　　  エコアクション２１に取組みはじめて2年が経った。社員の環境意識が1年前と比べてさらに浸透して

　　　来たと感じている。その傾向は電気の使用量削減、灯油の使用量の削減、軽油の使用量の削減に数値と

　　　して現れている。水使用量に関しては、昨年と同様にコロナ禍にあり、身体の安全を確保するめ、アル

　　　コール消毒と手洗いを実行し、その結果として目標値を達成出来なかった。

　　　現場での施工は、事故、苦情も最低限に抑え、施工機械も低騒音、低振動機械を使用し、環境に配慮

　　　した施工を行っている。

　　２）見直し・指示

　　　①今後とも、継続して、創意工夫を取入れ、ムリ・ムラ・ムダの削除を図っていく。

　　　②今後とも、継続して、環境に配慮し、地域にとけこんだ施工を行う。

　　　③社員の健康管理を考えながら、無事故で楽しい職場としたい。

　　１）二酸化炭素総排出量の削減は、今年度は基準年の2％目標が8.9％も削減しました。電気使用
　　　　量、軽油使用量、灯油使用量が大きく影響している。今後も他の項目を含め環境活動計画に
　　　　従って目標値を満足できるようにがんばります。

　　２）一般廃棄物の削減は、基準年の3％の削減を目標とします。
　　　　建設副産物のリサイクル率は、コンクリート塊、アスファルトコンクリート塊１００％と
　　　　します。

　　３）水使用量の削減は、コロナの影響で手洗いが増加するにしても、節水に心がけるとともに、雨
　　　　水の利用をはかります。基準年の3％の削減を目標とします。

　　４）環境に配慮した施工では、KY活動を実施すると共に、安全管理を徹底し、事故を絶対に起こさ
　　　　ないようにします。また、建設騒音、振動の発生を低減し、苦情が生じないようにします。

　　５）全社、現場とも、地域貢献活動を引き続き実施します。
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